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が、ショパンと共に２泊３日を過ごすこと
になった。（敬称略）

Ａ班

山中　佳子
東京都国分寺市立第一小学校教諭
石井　ゆきこ
東京都葛飾区立堀切小学校教諭
浦田　祥子
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池田　順子
東京都品川区立第一日野小学校教諭
志村　恵子
神奈川県川崎市立古市場小学校教諭
守屋　美加子
兵庫県宝塚市立西谷小学校教諭

助言者は、東京都羽村市立羽村西小学校
の橋本研教諭と、私とで務めた。
午後１時、この曲の比較聴取からスター
トする。テーブルの上に積み上げられたCD
類の多さに目を奪われる。何と言ってもこ
の曲のセールスポイントは、短いこと（そ
の短さの中に音楽のエキスが詰まっている
のだからたまらない）。さっそく音鑑が作
成してくれた資料リストを頼りに聴き比べ
を行なった。
ピアノ独奏（CD）…コメントは受講生

の感想から。

ショパンの名曲に親しむ　第１日

ピアノの小品の名曲というと、まず『エ
リーゼのために』あたりが思い浮かぶ。子
どもも一度は耳にしたことがあるだろう。
とはいえ、鑑賞共通教材があった時代にも
ピアノ曲はあまり選ばれていなかったよう
だから、子どもたちがいちばんよく知って
いるのは今も昔も『ネコふんじゃった』か
もしれない。
そこで今年の夏ゼミでは、私たちもよく
知っているようで実はよく聴いていない
（？）ショパンの《ワルツ集》から『小犬
のワルツ』を取り上げることにした（学習
指導要領、中学年、鑑賞［２］、教材選択
の観点「ア」「ウ」に対応）。この曲はショ
パンが祖国ポーランドのワルシャワを後に
してパリに出てから――だから21歳以後に
――書かれている。パリでのショパンは伯
爵夫人たちのサロンのアイドルとなったが、
そのために書かれた作品の中でも特に人気
を博したのが「ワルツ」であった。わかり
やすい曲想のうちにも華やかさと繊細さと
気品とをたたえたショパンの「ワルツ」は
確かにパリの社交界をほうふつさせる。ま
た、そうした環境がなかったら彼の作品も
生まれなかったかもしれない。
このサロンの趣きを漂わせる６名の淑女

音楽鑑賞指導の研究と実践

パリのサロンを教室に――ショパンのピアノ音楽を教材化

平成14年度音鑑「夏のセミナー」研究報告１（小学校編）
教材『小犬のワルツ』＋『トロイメライ』

埼玉県川越市立高階北小学校教諭　粟飯原喜男

○イェルク・デムス（1’33”）跳ね回るよう
な感じ。変化がなく淡白。
○アーサー・モレイラ・リマ（2’00”）テン
ポの変化が激しい。情景想像に適してい
る？
○クリスチャン・ツィマーマン（1’50”）力
強さやスピード感のある華やかな演奏。
○アルトゥール・ルビンシュタイン（1’48”）
落ち着いた安定した演奏。
○イグナツ・フリードマン（1’22”）“疾走
する”いちばん速い演奏。トリオの前打
音が目立ち犬がキャンキャンと鳴いてい
るように聞こえる（この演奏は1930年代
のSP録音の復刻盤のためヒスノイズがか
なり目立つにもかかわらず、気がついた
ら何度となく繰り返し聴いていた）。
○ウラディミール・アシュケナージ（1’49”）
左手の刻みがわかりやすい。最後の和音
が印象的。

その他LD、DVDの比較聴取、アレンジ
ものの演奏など30種類の音源を夕刻まで聴
き比べた（この間の話し合いを石井教諭は
パソコンでリアルタイムで詳細に記録して
くださった。感謝）。懇親会を兼ねた夕食
の後、この曲の教材性を大まかにつかむこ
とにした。学習指導要領、中学年の鑑賞
（1）ア、イ、ウと照らし合わせてみる。
ア、曲想、情景想像
イ、音楽を特徴づけている要素（速さや
拍子など、主な旋律の反復と変化）
ウ、楽器の音色(ピアノ)

そして、子どもがこの曲を耳にしたとき、
直ちに気づくことや感じることは何かを出
し合った。
何と言っても、１分30秒あまりであっと
いう間に終わってしまうスピード感（急速
感）であろう。次に、ピアノの音色や奏法
に心を奪われるかもしれない。それも、映
像を効果的に使えば、演奏表現だけでなく
テクニック的な部分にも関心をもつように
なるであろう。――という予測を立ててみ
た。午後11時をまわった頃、題材名「ピア

ノの音楽に関心をもとう」が決定した。こ
の日何十回となく聴いたワルツが全員の耳
から離れず、とうとう楽譜を手にしてピア
ノに向かい始めた。深夜のサロン・コンサ
ートである。指名されたソリストは名手、
池田順子教諭。「あれ？　まだCDかけてる
の？」と勘違いされるほどの名演であった。
「そうだ、研究発表（模擬授業）の時、池
田先生に生演奏をお願いしては？」という
話がもち上がったが、「待てよ、生演奏に
勝るものはないけど、この曲をふだん授業
で完璧に弾ける先生って多くないはずでし
ょ？」。…このゼミの趣旨は、なるべくど
この学校でも実施可能な指導プランをつく
るということ。で結局、CDを使ってでき
る授業を目指すことになった。ともあれＡ
班は、池田先生の生演奏にショパンの魅力
を改めて感じさせられたことであった。

指導計画の立案から研究発表へ

第２、３日

２日目、まだまだ余力を残して迎えた
朝。しかしここからがザ・ロンゲスト・デ
イの始まり。いよいよ具体的な学習指導案
の立案である。指導計画は１、２時間扱い
にとどめ、展開も20分程度のショート・プ
ログラム、との確認を行なう。題材の目標
にどうしたら迫ることができるか、考え得
る活動を６名がそれぞれに出し合った。

考えられる具体的な活動（○導入　◎主
となる活動　●発展的な活動）

Ａ
班
の
グ
ル
ー
プ
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究
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なので、早めに準備に取りかかった。視聴
覚機器のチェック、板書、掲示物の確認の
後、いよいよ本番。浦田教諭の明るいキャ
ラクターを前面に出し、教師としての発問
と言葉遣いにも細心の注意を払って授業が
進められる。発問や音源使用など、何回も
のリハーサルを重ねた結果、余計なものは
なるべく削ぎ落としていくというコンセプ
トから全てにおいてシンプルな形式となっ
て展開されていった。
事後の講評では、子どもの表情やつぶや
きなどを具体的にどう評価に結びつけてい
くか、ショートプログラムをどう指導計画
に組み入れるかなど、今後の実践への課題
を示唆していただいた。

ピアノ音楽――ショパンの世界にどっぷ
りとつかった３日間、いつでもどんな時で
も必要な音源がすぐそこにあることに、驚
き感動しまくっていた６人の淑女たち。こ
れからは、ご自身でセレクトした音源で、
子どもたちの心を感動という果てしない宇
宙へいざなってほしいと願っている。

しさが発揮され、長くゆったりと続く旋律
が感じ取りやすいCDを探すのにかなりの
時間を費やした。こちらはイェルク・デム
ス盤に決定。
次は映像資料の番である。選択のポイン
トは、子どもがピアノ演奏に憧れを抱き、
曲のよさが心に染み込んでいくような演奏
であること。横山盤とデムス盤に限りなく
イメージの近い演奏にようやくたどり着く
ことができた。それは子どもの集中力がピ
アニスト以外に逸れていかないような映像
シーンの続いているLDである。
ピアノ独奏（LD）
『小犬のワルツ』（ｐ）ミー＝ジョー・

リー盤
『トロイメライ』（ｐ）クラウス・ヘル

ヴィヒ盤
その後、学習指導案の作成、そして授業
者を務めてくださる浦田洋子教諭の模擬授
業のシミュレーションへと、プレストの速
さでぐんぐん押し進んでいった。

第３日の研究発表はわれわれＡ班が最初

○導入 ・動物当てクイズ　・いろいろ
な動物の歌を歌う　・犬の映像を見る　
・音色の聴き比べ（リコーダーや鍵盤ハー
モニカなどと） ・楽器当てクイズ　・ピ
アノに触れる　・よく知っているピアノ曲
を聴く　・犬の様子を想像する　・演奏場
面の映像を見る
◎展開 ・指や手を使った身体表現をし
て曲想を感じ取る　・線で描きながら曲想
を感じ取る　・演奏表現の異なる演奏を聴
き比べる（●にも） ・性格の異なる曲を聴
き比べる（『小犬のワルツ』と『ユーモレ
スク』） ・演奏形態の異なるものを聴き比
べる（ピアノとオーケストラ） ・生演奏を
聴く（●にも）
●発展 ・連弾曲や協奏曲を聴いて比

べ、さまざまなピアノの演奏表現の可能性
を知る　・友達の生活の一日をピアノ曲で
つづる（ピアノ音日記）
この作業には午前中をフルに使い、提示
された活動プランに実際に簡単な発問のこ
とばを加え、音を聴きながら、この曲のテ
ンポに負けない早口の討論で検討を進めて
いった。そこでわかったことは、この曲で
は通常の、指や手を使って行なう身体表現
は少し無理があるのではないかということ
である。実際にCDを聴きながら全員で動
きをつけてみたが、ただグルグル回る動き
（身体表現）しかできず、音楽の特徴をと
らえるには少々弱いという結論に達した。
また、映像を使っての聴き比べはどうして

のステップで確かめ合ったりする活動では
かなりの効果がある、といったことも話し
合った（スタニスラフ・ブーニンとミー＝
ジョー・リーのLDを比較しながら）。
午後は、６人が第１時の指導の流れを立
案する作業に突入。２台のホワイトボード
を使って各自の案を書き上げていく。書き
上がったときの感嘆の声は、やっとここま
でたどり着いたなという安堵感。６人６通
りのプランを比較検討した結果、次のよう
な柱立てが決まった。
導入
・『小犬のワルツ』を聴いて曲の感じをつ
かむ。
展開
・映像を視聴してピアノの演奏の仕方に関
心をもつ。
・曲想の異なる『小犬のワルツ』と『トロ
イメライ』を聴き比べる。
・映像を見て、２曲のよさを感じ取る。
ここで次の難関に至った。鑑賞の授業で
は、いかにねらいにフィットした音源を選
択するかが重要なカギを握る。まずは子ど
もたちにピアノのもつ魅力をストレートに
訴え、かつ曲想をつかみやすいベスト盤を
選ぶことから再出発した。その結果、横山
幸雄が1998年に録音したCDが選ばれた。
世界の名だたる巨匠たちを押しのけて日本
人ピアニストが当選したのも意外だったか
もしれない。一方、比較して聴く『トロイ
メライ』については、癖のないピアノの美

も視覚の優勢を免れ
ないから、ピアニス
トを中心に映すとい
う演出効果によって
視・聴く者のイメー
ジの幅が自然せまく
なる。ために本来の
ねらいである演奏表
現の違いなどが感じ
取りにくくなる。し
かし映像は音だけで
感じ取ったことを次

みんなの指導案

Ａ班の６人の淑女と助言者２氏。左端は橋本研先生
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主な学習内容と学習活動
第１時
○『小犬のワルツ』を聴いて曲の感じをつかむ。
・『小犬のワルツ』を聴き、ピアノの演奏であることに気づく。（１回目）
・どんな感じの音楽か、気づいたことを発表し合う。（２回目）
・子どもたちの気づいたことを確認する。（３回目）
○ピアノの演奏の仕方に関心をもつ。
・映像を視聴し、話し合ったことを確認したり、新しいことを発見したりする。
第２時
○曲想の違いを感じ取る。
・曲想の異なる『小犬のワルツ』と『トロイメライ』を聴き比べる。
・『トロイメライ』を聴いて、気づいたことを短冊に記入する。
・２曲を聴いて確かめる。
○ピアノの演奏に親しむ。
・映像を見ながら、２曲を味わって聴く。

７．本時の展開（第２時）
盧ねらい 曲想の違いを感じ取り、ピアノの音色の美しさやそれぞれの演奏表現のよさを感じ

取って聴く。
盪展開 （25分）

○学習内容　　・学習活動 ◇教師のかかわり　　☆評価

○曲想の違いを感じ取る。
・『小犬のワルツ』を聴き、前時の
学習で感じたことを思い出す。

・『トロイメライ』を『小犬のワル
ツ』と比べて聴く。
・『トロイメライ』を聴いて感じた
ことを短冊に書く。

・友達の書いた短冊を見て、『小犬の
ワルツ』との曲想の違いに気づく。

○ピアノの演奏に親しむ。
・２曲を視聴し、演奏表現のよさを
味わって聴く。

◇板書「ピアノの音楽をきこう」
◇前時に聴いたときに気づいたことを書いた短冊を黒板
に貼っておく。
◇曲に合わせて指揮をするなど、身体表現をしてもよい
ことを伝える。
CD『小犬のワルツ』（1’44”）
CD『トロイメライ』初めの部分
CD『トロイメライ』（2’56”）

◇短冊を配り、書いたものを似た内容ごとに掲示する。
☆『トロイメライ』の曲想を感じ取って、短冊に書いて
いる。 〈エ〉カード
◇感じたことや２曲の違いを確認してから、曲名を知ら
せる。
CD『小犬のワルツ』『トロイメライ』

◇子どもが集中して聴けるように、一緒に視聴する。
LD『小犬のワルツ』（1’45”）
LD『トロイメライ』（2’36”）

☆２曲の演奏を集中して視聴している。〈ア〉表情観察

１．題材　「ピアノの音楽に親しもう」

２．題材について

中学年は、楽器の音色の特徴を聴き分け、演奏方法に興味をもつ時期である。その中でもピ
アノは音楽室にもあり、子どもたちが日頃から音を耳にする身近な楽器である。しかし、その
演奏をじっくり聴き、よさに浸る機会は少ない。そこで、本題材では、子どもが親しみやすい
曲想の異なるピアノ曲を聴き比べて、ピアノの音色や響きの美しさ、表現の多様さを感じ取っ
たり、プロの演奏家の技巧の素晴らしさに憧れをもったりすることができるようにしたい。

３．題材の目標

盧 ピアノの音楽に関心をもつことができる。
盪 ピアノの音色や響きの美しさを感じ取って聴くことができる。

４．評価規準

ア．ピアノの音色や演奏の仕方に関心をもって、聴いている。〈音楽への関心・意欲・態度〉
イ．演奏の仕方の特徴を感じ取って聴いている。 〈音楽的な感受や表現の工夫〉
ウ．ピアノの音色や曲想の違いを感じ取って聴いている。 〈鑑賞の能力〉

５．教材と教材選択の観点

『小犬のワルツ』ショパン作曲
小犬が自分の尻尾を追ってぐるぐる回る様子を見てできた曲である。三部形式で、旋回する
ような旋律の主部とゆるやかな甘美な旋律のトリオからなる。急速感が醸し出す雰囲気が子ど
もの興味を惹く。また、映像を見せることで、演奏家の華麗なテクニックに関心をもたせたい。
〈使用音源〉
CD：横山幸雄（1’44”） オーソドックスで華麗な演奏であり、主旋律の急速感、ピアノの音色

や響きの美しさを感じ取りやすい。
LD：ミー＝ジョー・リー演奏（1’45”） すっきりしてテンポの揺れが少ない演奏である。手の

動きをアップで映し出すシーンが多く、演奏の仕方に注目して聴くことができる。
『トロイメライ』シューマン作曲
上行し下降する４小節の旋律が８回繰り返される。その都度、和声の変化に伴ってニュアン
スが微妙に変化し、曲名のごとく、夢見心地の気分になる曲である。速さや曲の気分が対照的
な『小犬のワルツ』と比較して聴くことで、ピアノの内面的な落ち着いた表現を味わわせたい。
〈使用音源〉
CD：イェルク・デームス演奏（2’56”） 旋律の美しさを味わいやすい品のよい演奏である。

テンポは遅すぎず、子どもが聴くのにほどよい曲の長さ（３分以内）である。
LD：クラウス・ヘルヴィッヒ演奏（2’36”） 安定した端正な演奏で、録音の状態がよく、演

奏者を映し出す角度もよい。但し、テロップが入っているのがやや難点である。

６．指導計画（２時間扱い）

第一次 （２時間扱い　25分×２回）
ねらい ピアノの音色や響きの美しさを感じ取って、ピアノの音楽にあこがれをもつことがで

きるようにする。

小学校音楽科学習指導案（第４学年）

８．本題材の指導に当たっての工夫

・曲想の対照的な２曲を比較することで、ピアノの演奏表現の幅の広さを味わうことができる
ようにした。
・一人ひとりが感じ取ったことを生かし、曲想の違いを全員で確かめ合うために、短冊に記入
して、〈曲想〉〈速さ〉〈その他の音楽の要素〉に分けて掲示した。
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当でなかったり、なかなか見つからない。
日本の曲もと思い、三曲合奏を探したが、
歌の入ったものしかなかった。聴き疲れた
時耳にしたモーツァルト作曲『クラリネッ
ト五重奏Ｋ.581』の演奏が美しく、何か心
に響くものがあった。
私自身は本番で中学校部会の「実際例の
提示」を担当するため、題材の計画や教材
の選定は宮下教諭によるところが多かった。
しかし、もうひとつの中学校Ｄグループの
助言者と共に準備した会議は、気がつくと
21時半を過ぎていたこともしばしばであっ
た。みな通知表を抱えながら集まった夜も
あり、音鑑夏ゼミの重みを改めて実感した。
そして、連日の真夏日の中、夏ゼミが始
まった。昨年までは２泊４日と言われてい
た日程が１日少なくなっているが、グルー
プ研究の時間はこれまでより長く設定され
ている。ありがたい反面、安心してはいけ
ないと思った。今年は２泊３日か、０泊３
日かと、多少不安な始まりだった。

Ⅱ．研究の流れ

１．題材の提示と確認事項

Ｃ班

福島理恵
北海道岩見沢市立明成中学校教諭

Ⅰ．題材設定から選曲まで

今年度からの新しい教科書には「いろい
ろなアンサンブを聴こう」という項目（題
材）がある。１年生には初期バロックから
現代のジャズまでの多様なアンサンブルが、
また２・３年生（上）では、いわゆるクラシ
ック音楽の中から時代や編成の異なる曲の
名が掲載されている。これまでの鑑賞教材
とは多少趣きを異にした印象を受けたため、
何かの形で取り扱ってみたいと思っていた。
ちょうど、今回助言者として一緒にグルー
プを受け持つ宮下秀邦教諭が、アンサンブ
ルを毎年実施していたので、表現活動と関
連させる題材に決定した。１回目の夏ゼミ
事前委員会の時であったが、まだ題材名は
「アンサンブルの……」の段階だった。
その後中学校分科会では３～４回の打ち
合わせを持った。いちばん悩んだのは“教
材を１曲だけ提示するか”という点である。
参加する先生方の立場から考えると、教材
曲が決まっていた方が研究は速く進むが、
その曲に魅力を感じない場合はやはり辛い。
結局、昨年は結構好評だった教材選びか
ら、今年も始めることにした。しかし、何
曲かの候補は予定しておかなければならな
い。教科書の鑑賞曲を皮切りに片端から聴
いた。編成が大きすぎたり、曲の長さが適
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平成14年度音鑑「夏のセミナー」研究報告２（中学校編）
教材『パッヘルベルのカノン』

東京都足立区立第十四中学校教諭　松田真紀子（Ｃグループ助言者）

枡宗知子
山口岩国市立平田中学校教諭
佐藤真実子
広島市立安佐中学校教諭
杉村みさ子
福岡県北九州市立尾倉中学校教諭
塚原航太
長崎県美津島町立鶏知中学校教諭
楠原美保
鹿児島市立東桜島中学校教諭

Ｃグループが顔を合わせたのは、初日の
午後１時半。自己紹介の後とりあえずこの
日の役割分担をして、宮下教諭から出され
た題材の指導計画「すばらしいアンサンブ
ル」の検討に入った。表現の内容と関連を
図った鑑賞の学習である。教材を選ぶには、
ａ．表現に関連した鑑賞にするために、
表現の演奏形態と同じような楽曲を
ｂ．楽器の種類にこだわらず、アンサン
ブルのよさを感じ取れると同時に、音
楽観を広げられるような楽曲を
の２点で意見が分かれたが、表現の手本
にするための単なる聴取ではなく、楽曲を
聴き深めることが大切であるという認識の
うえで、「ｂ」を採用することになった。
ここで表現活動としての「アンサンブル
のよさ」とはどのようなことが挙げられる
だろうかを話し合った。
ａ．一つのものを作り上げる
ｂ．一人１パートを受け持つ責任感
ｃ．響きやハーモニーを味わう
ｄ．各パートが合ったときの一体感
ｅ．対位法的なかけ合い
ｆ．他のパートへの配慮
ｇ．発表での成就感
など、いろいろな場面で達成感が味わえ
るのである。

以上のような確認事項をふまえ、今回の
鑑賞の活動は６時間扱いの題材の中でいち
ばん最初に設定し、生徒がアンサンブルの
よさを感じ取れる活動、とした。
この最初の確認で、２時間が経過した。

２．教材曲の選曲

宮下教諭はあえて数曲を提示したりせず、
受講生の方々で決めていただく方針を打ち
出した。Ｃグループの研修室には、音鑑資
料室から多くのソフトが持ち込まれている。
まず教科書準拠のＬＤから２曲視聴したと
ころで、カナディアン・ブラスの演奏を映
像なしで聴いてみた。“ただ聴くだけでは”
というので、宮下教諭が作成してきた“教
材性メモ”のプリントに、諸要素の働き、
曲の雰囲気やイメージなどを書き込んでい
った。約20曲、リコーダー、金管・木管楽
器、弦楽器、ギター、ケーナやシークなど、
さまざまな楽器のアンサンブルからヴォー
カルまで、聴きながら教材性を確認した
（これだけ豊富な音源を多くの時間をかけ
て聴ける、ゼミの醍醐味を感じた）。中に
は同じ曲が異なる編成の楽器で演奏されて
いて、比較に適していると考えられるもの
もあった。
ここで２時間半が経過したが、最適と言
える曲がなく疲労感が漂った。
懇親会を兼ねた夕食後、既に午後９時近
く、迷う気持ちを初心に返って整理してみ
た。まず、アンサンブルとは、その学習の
ねらいとは何か、を再確認した。

ａ．アンサンブル：
フランス語で“一緒に”や“共に”を
意味する。
ｂ．アンサンブルを通して学ばせたいこと：
・和声感
・多種類の楽器で一つの音楽ができる
音色の混じり合い
・楽器の個性を生かす
・曲の表現や美しさ

教材選択の作業が続く。話し合いながら
20曲の中から選んだ結果、次の９曲があが
った。さらに、この９曲を何回も聴いてそ
の教材性を洗い出し、的を絞った。
ア．リコーダー合奏『フーガ』（ヘンデル）
・バランスや音色が美しい
・かけ合いのおもしろさがある
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割分担を決め、新たな気持ちで出発となっ
た。宮下教諭からの指示で、決定した２曲
を使った指導の流れを各自で作る。２時間
足らずのうちに６人の先生方の指導案がそ
ろい、検討を始めたところ教材曲が『カノ
ン』に集中していた。『フーガ』は演奏時
間が短く、リコーダーだけの三重奏である
ため、鑑賞の学習としてじっくり扱うには
もの足りないのだ。また、『カノン』の学
習の初めが“曲の雰囲気などを自由な発想
でとらえる”流れが多く、私個人で「実際
例の提示」の責任を感じた。ここで次のこ
とを確認し、午前中が終わった。
ａ．教材曲は『カノン』とする。
ｂ．学習のねらいは
“個々の楽器の音色やアンサンブル
の響きの美しさを感じ取る”。

４．指導案の推敲とシミュレーション

１回目では次のような状況であった。
〈指導の流れ〉
①曲の雰囲気を感じ取る。
②各楽器の音色やアンサンブルの響きを
感じ取る。
・音が重なっていくようす
・使われる楽器とその動き

③視聴する。
〈疑問点→改善点〉
◇②の段階では楽器の区別がしづらい
→ワークシートに楽器の絵を入れて、
選べる方式にする

◇①では意見をたくさん出させたい。
→演奏を聴く回数を増やす
→発問に注意する

指導案の焦点を明確にするために、カナ
ディアン・ブラスの演奏による『カノン』
のよさについて話し合った内容を、情意面
と構造面に分けてみた。
ａ．情意面：
・旋律の美しさ　　・落ち着いた気分
・安定、安心感
ｂ．構造面
・旋律の重なりとかけ合い、融合

・各パートが作るハーモニー
・ベース音の繰り返し
・対位法的統一感
・小編成のアンサンブル

特に②の部分の修正が中心である。楽器
の種類の聴き取りは①に加えた。“旋律の
重なり合い”“かけ合い”“安定感のあるハ
ーモニー”の３点が聴き取りやすいように、
Ａ初めの部分、Ｂ中間部、Ｃ終わりの部分、
に分けて展開してみた。楽器の写真付きの
ワークシートも作成された。ＡＢＣのそれ
ぞれの部分で、指導者が求める答えを引き
出すための説明が多すぎた。評価の面では、
他の人の意見をワークシートで分けて書く
ようにすると生徒個人の聴き取れた内容が
分かりやすい、等の意見が出た。
再び修正。今度のワークシートには、写
真のなかったユーフォニアムのために、手
書きの絵が入った。意見も分けた。練り直
した指導案でシミュレーションを行なった。
楽器の選択に注意が向けられ、楽曲の雰囲
気をつかむことが難しい、全体的に構造的
側面の理解に偏っているのではないか、な
ど、かなり根本にかかわる反省となった。
３度目の修正と実施を経て、指導案は目
的を絞ったシンプルなものに変身した。楽
器については最後の視聴で明らかになるの
で取りやめ、部分の聴き取りはＡ、Ｂに減
らした。他の人の意見を記録することも削
除し、音楽を聴く時間を多くした。学習の
ねらいは“アンサンブルの楽しさを感じ取
らせる”とし、ワークシートに“今日のテ
ーマ”の欄を設け“アンサンブルの楽しみ”
と記入できるようにして、結果的に最後と
なるシミュレーションに入った。
授業者の福島教諭は一つ一つの発問に注
意しながらシミュレーションを進めた。み
んなの意見をうまくまとめ、何回も板書し
た楠原教諭。ご自分のパソコンで奥の手を
使ったワークシートを作り直し、慎重に機
器操作をくり返した塚原教諭。シミュレー
ションで活発な意見を出しながら、修正を

「表現と鑑賞の関連」をめざした授業ができ上がるまで◆◆――（29）44

イ．弦楽四重奏曲第３番から　Presto
（ベートーヴェン）

・演奏者の息が合っている
・パートの音がはっきりしている
・メロディーが分かりづらく難しい
ウ．弦楽セレナード 第１楽章

（チャイコフスキー）
・最初のユニゾンのインパクトが強い
・一人１パートでなく、演奏人数が多い
・曲が８分を越え、長い
エ．ギタートリオ『地中海の踊り』

（アル・ディメオラ）
・生き生きしていてアンサンブルの楽
しさが伝わる
・雰囲気はよいが、主教材には無理
オ．ヴォーカルアンサンブル『フーガ』

（J.S.バッハ）
・かけ合いのようすがよく伝わる
・この題材では、演奏は楽器の方がよ
い

カ．金管アンサンブル『カノン』
（パッヘルベル）

・曲が有名である
・かけ合いや楽器の音色が美しい
・オスティナートの役割が出ている
・映像はややふざけているが、音声だ
けでは長く感じる

キ．リコーダーとガンバの合奏『ガイヤ

ルド』（バタイユ）
・ハーモニーが美しい
・息のあった演奏である
ク．金管アンサンブル（キと同じ曲）
・それぞれの楽器の特徴が生きている
・合わせるタイミングなど学べる
ケ．リコーダー四重奏『ゆかいな牧場』
（アメリカ民謡・川崎祥悦編曲）
・曲想の変化がつかめる
・タンギングなど技法が学べる

また初心に返り、この題材における鑑賞
の学習の位置づけを確認した。

夜が更けるのも気にせず、２日目の展望
を開きたい一心で論議を重ねた結果、アと
カが教材として決定した。１日目の終了
は、やはり翌日になっていた。

３．指導案作り

前日の研修終了から７時間経った午前８
時半、２日目が始まった。教材曲は決まっ
ている、学習のねらいも設定できている、
たいへん明るい見通しである。
まず、２日目から研究発表までの最終役
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表現のアンサンブル活動に直接生かす
ための鑑賞ではない。鑑賞した曲の演奏
から和声やアンサンブルの方法などを学
び、音楽観を広げる。
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重ねた指導案を手早く打っていく佐藤教
諭。全体の流れを見ながら、発表用の正確
な経過報告を作る杉村教諭。班長の桝宗教
諭は出てくる意見を上手にまとめてくださ
った。６人の連係プレーが、結局、夜中ま
で続いたのである。

Ⅲ．研究発表とまとめ

今年は各グループ60分の時間内で研究発
表をする。順番は２番目だが、前のグルー
プから休憩なしの時程のため、準備時間で
発表に食い込んでしまう可能性もある。前
回もそうであったが、私自身が発表するわ
けでもないのに何か緊張感を感じる。幸い
Ａグループが時間内に終了してくれたので、
多少余裕をもって発表に入れた。
宮下教諭がこの題材の説明をし、受講生
のみなさんに“１年の時に簡単なアンサン
ブルの経験をもつ素直な２年生”になって
いただいた。
模擬授業が始まる。１日半のチームワー
クの成果が発揮される時だ。
①で出た意見は、情意面と構造面に分け
て板書するところがポイントである。構造
面の中から、②の部分聴取に迫る内容のも
のが出れば、特にＡは確認として進めてい
く。これも前日のシミュレーションでおさ
えたことである。次の表現活動であるアン
サンブルへ繋げる最後のまとめが難しかっ
た。丁寧に話し出すと、説明が多くなりす
ぎるからだ。前日たくさんの時間をとって
意見を出し合ったので、発表ではうまくま
とまった。

模擬授業に続く研究経過説明の後の協議
では次のような意見を交換した。（○質問、
意見　●グループの回答　 宮下助言者の
補足）
� アンサンブルのよさについて
○知的理解に偏っている感じがするが、
アンサンブルのよさをどのようにとら
えているか
●情意面と構造面のバランスは考慮し

Ｍ

た。
気づきや特徴がアンサンブルのよさに
つながっていく。今回は『カノン』の
よさやおもしろさがアンサンブルの楽
しさにつながっている。知的面に偏り
そうになる時は感じた内容に戻ること
が大切だ。そのため発問が難しかった。

� 曲や演奏について
○この演奏形態だけにした理由は
●授業時間が短い中で多くを聴くより、
これだけに焦点を絞った。
アンサンブルのようすを見ることも学
習の内容だった。

○表現の活動との関連を考えると、表現
に直結するものだけと安易にとらえが
ちだが、今回のように少しレベルの高
い教材を使うと、深みが増してよかっ
た。毎回の授業で“今日の１曲”とし
て短いアンサンブル曲を扱ってもよい
と思う。（Ｄグループ助言者、大塚教諭）

〈音鑑研究主管、吉田時雄先生から〉
音楽の美しさは楽曲そのものと演奏から
感じ取れるものである。今回は表現と鑑賞
の活動が関連づけられた総合的な学習にな
っている。
教材は、子どもの立場に立って感じ取

り、聴き取りやすい楽しめる曲だった。演
奏も小編成ではあるが、音楽的な豊かさの
あるよい演奏だ。さらに子どもの興味を導
き出すためには、導入でもっと長く聴ける
ようにするとよい。全体的に聴き深めるた
めの分析が多いように感じた。“よさ”と
は、その曲や演奏がもつ特性や価値のこと
である。

〈夏ゼミ委員長、小原光一先生の講評〉
音に集中することは、後の表現の活動で
機能する力を培うことになる。模擬授業で
は、生徒の意見を大切にしながら進められ
た。
“よさ”とは、題材によって変わってく
るものであるため、題材の設定が大切であ
る。 （大意）

Ｍ

Ｍ
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１．題材名「すばらしいアンサンブル」（１月～２月：６時間扱い）

２．題材設定の理由

３学期に１，２年生を対象に「アンサンブル」の活動を行なう。活動の形態をグループ（学級
の生活班、あるいは抽選による男女混合班）とし、次の４つの活動を生徒の主体的な取り組みに
よって運営させる。

この「アンサンブル」は表現活動（器楽）の総合的な取り組みといえる。学習指導要領に示さ
れている表現の８つの内容のうち、半数の項目を含んでいる。さらにそれらの内容に、鑑賞の内
容も関わらせた授業を工夫することにより、「音楽の活動」を総合的にとらえさせることができ
ると考え、本題材を設定した。

３．題材の目標及び指導内容

○アンサンブルの取り組みによって、楽器による表現を工夫させるとともに合奏する楽しさを
味わわせる。
・美しい音色を意識して表現の工夫をする。 （ウ）
・声部の役割を感じ取り、全体の響きに気をつけて合奏をする。 （エ）
・いろいろな音楽素材を用いて、自由な発想による即興的な表現や創作をする。 （カ）
・音色、リズム、旋律、和音を含む音と音とのかかわり合いを感じ取って表現を工夫する。

（キ）
・速度や強弱の働きによる曲想の変化を感じ取って表現を工夫する。 （ク）

○鑑賞の活動を通して、諸要素の働きによって生み出される楽曲の雰囲気や曲想の変化を感じ
取って聴くことができるようにする。
・楽器の音色、リズム、旋律、和声を含む音と音とのかかわり合いをとらえ、楽曲の雰囲気
や曲想を感じ取って聴くこと。 （ア）
・速度や強弱の働き及びそれらによって生み出される楽曲の雰囲気や曲想の変化を理解して
聴くこと。 （イ）

４．教材となる楽曲等

◇表現：①器楽の教科書を参考に各グループで選曲する、アンサンブルの曲。
②生徒が自主的に選曲した楽曲。

◆鑑賞：○『カノン』 パッヘルベル作曲　　　カナディアン・ブラス編曲・演奏

５．評価計画

Ａ　表　　現
ア　音楽への関心・意欲・態度
意欲的に個々の活動に取り組んだり、すすんでグループ活動に参加したりしている。
イ　音楽的な感受や表現の工夫
素材となる楽器を選び、その楽器の音色などを意識して表現の工夫をしようとしている。
ウ　表現の技能

①選曲　　②パート編成　　③練習　　④発表会

中学校音楽科学習指導案（第２学年）



「表現と鑑賞の関連」をめざした授業ができ上がるまで◆◆――（33）4041（32）――◆◆音楽鑑賞指導の研究と実践

・曲想に応じた表現や、美しい音色に留意した表現ができる。
Ｂ　鑑　　賞
ア　音楽への関心・意欲・態度
・アンサンブルの演奏に耳を傾けている。
イ　音楽的な感受や表現の工夫
・楽器の音色や、諸要素の働きを感じ取って聴いている。
エ　鑑賞の能力
・強弱や、旋律のくり返し、かけ合い、楽器の音色などによって生み出される楽曲の雰囲
気や曲想の変化を意識して、楽曲を味わって聴いている。

６．活動の形態

� 表現活動においては学級ごとの生活班を母体としたグループ活動
� 鑑賞活動においては主として全体、一部グループ活動

７．指導計画

８．本時の展開（第１次　第１時）

� ねらい アンサンブルの楽しさを感じ取らせる。

� 展　開

９　本題材の指導に当たっての工夫

� 表現と鑑賞の関連を図った、総合的
な活動。
� 「表現のための鑑賞」にとどまらず、
じっくりと音楽鑑賞できる活動として
の指導。
� 部分鑑賞による、楽曲の特徴の聴き
取り。
�　映像資料の効果的な使用。
� 生徒の意欲的な活動を高める発問、
支援の工夫。

１．アンサンブルの楽し
さを感じ取る。

○『カノン』
旋律の絡み合いなどを
聴き取り、アンサンブ
ルの楽しさを味わう。

●個々の独奏楽器だけで
はなく、全体の音、繰り
返しの旋律などにも注
目するよう支援する。

Ｂア
Ｂイ
Ｂエ

第
　
一
　
次

次 時 学習のねらい 生徒の学習活動 教師の支援・留意点 評価

第
　
１
　
時

楽器の音色の美しさ

３．協力してアンサンブ
ルの活動に取り組む。
・美しい音色
・全体の響き
・楽曲に合った楽器の選択
・効果的な旋律の創作

○グループ活動に取り組む。
・選曲
・パート、役割決め
・練習計画作成
・グループ練習

●学級の生活班を母体と
し、グループ活動が円
滑に進むよう、選曲や
使用楽器、パート編成
等について助言する。

Ａア
Ａイ

第
　
二
　
次

第
２
時
〜
第
４
時

アンサンブルの楽しみ

４．アンサンブルの準備
や発表を通して、演奏
する楽しさや自他の演
奏のよさを評価し合
う。

○プログラムを決め、演
奏会形式で学級ごとに
アンサンブル発表会を
開く。
・リハーサル
・本番演奏
・まとめ

●生徒に自主的な運営を
させるよう助言する。

Ａア
Ａイ
Ａウ

第
　
三
　
次

第
５
時
〜
第
６
時

アンサンブル発表会
を成功させよう

○学習内容　　　　・学習活動 ◇教師のかかわり　☆評価

①『カノン』を聴き、曲の雰囲気を感じ取る。
・感じたことをメモする。

②楽器の音色やアンサンブルの特徴を聴き取
る
・２つの部分（出だしの部分、中間部分）を
聴き、重なり合い、かけ合いなどのようす
をワークシートに記入して発表する。
③本時のテーマを知る。
・アンサンブルの楽しさに気づく。

④まとめ
・全曲を視聴し、感想を記入する。
・次時の自分たちのアンサンブルの活動に意
欲をもつ。

◇自由な発想で聴かせる。（途中まで、数回）
◇出てきた意見を、情意面（感じたこと）、構
造面（気づいたこと）に分類し板書する。
☆Ｂア：観察

◇２つの部分（Ａ出だしの部分、Ｂ中間部分）
を聴かせる。

☆Ｂイ、エ：ワークシートや発表内容

◇②の活動をまとめ、アンサンブルのよさや
楽しさを導き出す。

◇この演奏の映像について説明しておく。

☆Ｂア、イ、エ：ワークシート
◇次時の活動に対する生徒の意欲を高める言
葉でまとめる。

Ｃ班のメンバーです。よろしく



イメージを払拭し、“音楽を聴いて感じ取
ったこと”、そこから『木星』のよさや魅
力を大事にした活動を考え、展開のあり方
を探っていくことにした。

いろいろな『木星』

今回音鑑資料室からリストアップしてい
ただいた『木星』は、CDおよびLD合わせ
て20種類以上あるが、その中から以下のよ
うな演奏を聴いた。

まずはCD…
①カラヤン指揮／ベルリン・フィルハーモ
ニー管弦楽団（7’27”）
②ショルティ指揮／ロンドン・フィルハー
モニー管弦楽団（交響楽団）（7’15”）
③カラヤン指揮／ベルリン・フィルハーモ
ニー管弦楽団（7’35”）
④デュトワ指揮／モントリオール交響楽団
（8’00”）
⑤レバイン指揮／シカゴ交響楽団（7’33”）
⑥スーザン・オズボーン／ボーカル
他

このセミナーの目玉の一つは、同じ曲で
も様々な演奏スタイルや様々な演奏形態の
ものを聴くことができることである。膨大
な資料を擁する“オンカン”ならではの特
徴であり、忙しい教師にとって音楽に浸り
きるまたとない機会でもある。
はじめに心を真っ白な状態にして音楽を
聴く。
○全体の様子をとらえて情景想像をする
○楽器の移り変わりが顕著
○旋律の反復と変化
○中間部の美しいメロディー
○調性感が際だっている
○華やかな金管楽器など目立ってきこえ
る楽器に注目、
など、それぞれの曲のよさや特徴、感じ
たことなどを出し合った。

教材研究―この曲で何ができるか

さて、いろいろと感想が出され、この曲

の教材性を整理すると次のようになった。

・楽器の様々な音色や重なり合う響きを感
じ取る。
・旋律の反復と変化に着目する。
・中間部分の美しいメロディーを感じ取る。
・激しいところや静かなところの変化を感
じ取る。
・Ａ－Ｂ－Ａの楽曲構成…
・曲全体を通して物語を想像する…
他

このような考えが出され、いろいろと検
討した結果、

①オーケストラの楽器の音色や多彩な響き
②中間部の美しいメロディー
③様々な旋律の反復や変化による曲想の変
化

の３つに視点を絞り、授業を進めること
にした。

指導の流れ

この曲のよさを感じ取るには、まるごと
オーケストラに浸らせ、そこから感じ取っ
たものを大切にして聴き深めることがポイ
ントである。全体をまず聴き、そこから
徐々に分析的に聴くという流れである。
しかし、この曲は大変長い曲なので、集
中して聴かせるのにどのようにしたらよい
のかということが大きな課題となり、そこ
からなかなか抜け出せなくなってしまった。
さて、頭をひねっていろいろ考えた結果、

ア）Ａ－Ｂ－Ａを大きくとらえて、曲の
よさを感じ取る。

イ）Ａ－Ｂ－Ａでも、Ａの中が４つに分
かれている（楽曲の構成参照）の
で、それをどのように感じ取らせる
か。

この２つの方法からねらいに迫ることに
なった。

“宇宙の音楽”でない『木星』本来の魅力と教材性は◆◆――（19）46

新教育課程の全面実施により授業時間数
が縮減され、各学校においては音楽科の授
業の質的な改善と、指導と一体となる評価
のあり方などについて熱心に研究が進めら
れている。鑑賞については共通教材が示さ
れなくなったせいか、教科書には様々な楽
曲が掲載されている。題材構成や指導内
容、それに伴う楽曲の選択など、教師の力
量が問われているといえよう。
このような中、今年も「夏ゼミ」の暑い
暑い夏を過ごした。
今回、夏ゼミの研修期間はこれまでの３
泊４日から２泊３日と１日短くはなった
が、グループでの研究時間はたっぷりとあ
り、余裕綽々である（はずだった）。
校種別の「実際例の提示」（助言者・山

内雅子教諭の『モルダウ』――注１参照）、
そして「音楽鑑賞指導の基本的な考え方」
（助言者・橋本研教諭）を受け、小学校B
グループの研究が始まった。

教材は、一部の教科書の教材にも挙げら
れているホルスト作曲の組曲《惑星》から
『木星』。誰もが知っている名曲で、中間部
の美しい旋律はTVコマーシャルにもよく
登場する。
この曲を通して、何が指導できるか、ど
のような学習を考えられるか、また、題材
を通して育てたい力は何か、これらを探る
作業がさっそく始まった。

音楽そのものから探る『木星』の魅力

音楽の授業においては、『木星』と聞く
とすぐに「宇宙の音楽」と結びつけたくな
る傾向があるようだ。それは、一般に『木
星』は“宇宙の音楽”の一部として扱わ
れ、宇宙の様子を表わす様々な天体や星に
関する楽曲と関連づけた音楽活動がよく行
なわれるからである。しかし、ホルストが、
「占星術的な意義が着想とはなっているが、
標題音楽ではない」と述べている点をふま
え、今回のセミナーでは、一般的にとらえ
られがちな“宇宙の神秘的な音楽”という

（注１）山内雅子教諭の事例提示について
は、本誌8～9月号に助言者の検討
委員会の記録および指導案を掲載
しているので、そちらを参照して
いただきたい。

47（18）――◆◆音楽鑑賞指導の研究と実践

音楽鑑賞指導の研究と実践

“宇宙の音楽”でない『木星』本来の魅力と教材性は

平成14年度音鑑「夏のセミナー」研究報告３（小学校編）
教材：組曲《惑星》から『木星』（ホルスト作曲）

東京都世田谷区立松沢小学校教諭　大湊　勝弘（Ｂグループ助言者）

Ｂ班
吉川　武彦　福島大学附属小学校教諭
飯田　千歳
高知県愛媛県篠山小中学校組合立篠山小学校教諭

秋場伊津子
神奈川県川崎市立下沼部小学校教諭

本部　千鶴　宮崎県新富町立富田小学校教諭
根岸　容子　群馬県立赤城養護学校教諭
助言者 山内 雅子　大湊 勝弘



や要素的なものか、それとも楽器の音色な
のか。教師には発言してほしい「イメージ」
があるのだが、曖昧な発問では引き出した
い意見が出にくい。
楽曲を聴く前に「聴く視点」を与え――
発問の視点が子どもの発達段階や既習能力
（音楽的な能力）に合うものであることが
大事であり――その視点で答えられるよう
な具体的な発問をすることが大切である。
試行錯誤の結果、授業の展開が固まった
のは、時計の針も“午前”を指した頃であ
った。
また、今回は記録者（本部千鶴教諭）の
尽力により、研究の経過報告をパソコンで
提示することにした（夏ゼミ初だ！）。そ
れも、極力シンプルに提示するように経過
報告担当の秋葉伊津子教諭と文言を練りな
がら、画面でよく分からない部分は話しで
補足しながら進めるようにした。機器操作
では根岸容子教諭がCDの入るタイミング
を何回も何回も練習し、本番に備えた。
また、題材名「大好き『木星』」につい

ては、一般的には主題による題材構成が多
いが、『木星』をまるごと味わわせ、曲の
よさに浸ってほしいということから、ここ
では楽曲による題材構成とした。なお、使
用音源は、金管楽器の輝かしい響き、およ
び楽曲構成の変化が鮮明なレバイン指揮／
シカゴ交響楽団の演奏を選定した。

Bグループの発表と講評

試行錯誤の末、完成した授業計画。Bグ
ループの発表は、最後の４番目。他のグル
ープはみんな終わってゆったりと昼食をと
っていたが、こちらは心が落ち着かない…。
いよいよ発表が始まる。食後の少々眠そ
うな“オンカン６年生”を相手に、飯田先
生の美声により中間部の旋律が歌われる。
さらにオーケストラによる演奏。「みんな
の心の中にあることを教えてください」と
の発問に、“子ども”たちからいろいろと
感じたことが発表される。
中間部を聴き終え、その前後の演奏を聴

くことに。長い『木星』も中間部分をクロ
ーズアップした展開により、楽曲全体の特
徴やオーケストラの多彩な響きなど、曲想
のよさを味わうことができたのではないだ
ろうか。

＊
講評では、研究主管の川池聰先生から教
師の発問の仕方について、具体的な発問の
工夫が大事であること、また、授業の評価
の仕方についてご指導いただいた。
小原光一先生からは、歌う活動を基本に
おきながら、シンプルな展開であったこと、
表現と鑑賞の関連を図る授業が大切である
ことなど、今後の鑑賞の授業に生きるご指
導をいただいた。

終わりに

このように、充実した「暑い夏」を終え
ることができたのも、山内助言者、また班
長として個性豊かなメンバーをまとめてく
れた吉川武彦教諭のリーダーシップがあり、
グループみんなの熱心で且つひたむきな研
究への情熱があったればこそである。
助言者としていくつかの提案をさせてい
ただいたが、この研究はメンバーが各地域
で実践し、よりよいものへと手を加えてい
くことにより、さらに光り輝いていくもの
であると信じている。

“宇宙の音楽”でない『木星』本来の魅力と教材性は◆◆――（21）44

この２つの方法をいろいろ検討して話し
合いを進めると、Ａの部分の楽器をどのよ
うに聴き取らせるか、など、だんだん深み
にはまっていきそうになるので、「大きく
Ａ－Ｂ－Ａがとらえられればよい」という
山内教諭の適切な助言で一件落着！（ここ
までなかなか大変な作業でした。）

授業の具体的な流れ

さて、柱立てができたところで第２ラウ
ンドの開始。主な題材のねらいを

①楽器の響きや音色
②旋律の反復と変化

として具体的な授業の流れを検討するこ
とになった。
授業の展開は、まず初めに全曲を聴いて
いろいろな感想を述べさせたなかで、映像
で演奏の様子を見たり中間部の旋律に親し
ませたりするようにしてはどうか、という
意見もあり、NHK交響楽団の演奏やフィラ
デルフィア管弦楽団の演奏を視聴したりも
したが、結果として中間部分の美しいメロ
ディーを聴くことから入り、前後の変化に
富んだ曲の構成を通して曲全体を味わうこ
とができる流れを考えることにした。

ではその手法は、

○リコーダーで演奏する
○歌ってみる
○オーケストラで聴く

…などいろいろな意見が出たが、旋律を
歌うことに決定。そして授業者（飯田千歳
教諭）の美しい歌声が披露される。ひとと
きの静寂の後、みんなの大きな拍手が！
「よし、これでいこう！」
この旋律は、２オクターブもの広い音域
をもち歌うにはとても大変であるが、飯田
先生は見事に表現してくれた。

指導案作成・模擬授業

いよいよ授業の流れも決まり指導案作成
に入る。これまで検討してきたことをまと
めながら、模擬授業を行なう。ここから先
がけっこう時間がかかる。教師の発問――
特に鑑賞の授業では、発問の仕方一つで流
れがスムーズになったり滞ったりするので、
十分吟味をする必要がある。
例えば音楽を聴いて「どうでしたか？」

という発問をよくしがちである。これでは
子どもにとって何がどうなのか、どう答え
てよいのかよく分からない。曲想か、構成

45（20）――◆◆音楽鑑賞指導の研究と実践

楽曲の構成

第１主題
（アレグロ）
2/4拍子
ホルン
金管・弦

第２主題
（アレグロ）
2/4拍子
行進曲風
ホルン・
弦・木管

第３主題
（アレグロ）
3/4拍子
舞曲風

ファンファーレ

2/4拍子
金管・木管

第１主題
（アレグロ）
2/4拍子
木管・金管

第２主題
（アレグロ）
2/4拍子
行進曲風
ホルン・
弦・木管

第３主題
（アレグロ）
3/4拍子
舞曲風
木管・グロッ
ケン・金管

（レント）

低音

ファンファーレ
（プレスト）
2/4拍子
金管・木管

第４主題（中間部）
3/4拍子　アンダンテ
弦楽器・ホルン・木管

Ａ

Ａ

Ｂ 器楽曲での演奏：表現との関連
♪もっとも美しい部分

Ｂ班のみなさん（右端の男性は本号14ページにご登場の吉川教諭）



○楽曲全体の曲想を感じ取る。
・楽曲を通して聴き、気がついたことや感じたことを自由に発表する。

第２時

○映像を使った鑑賞を通して、オーケストラの演奏のよさを
味わう。
・ＬＤを使って視聴する。

７．本時の指導

� ねらい ・中間部（Ｂ）の旋律に親しみ、曲想を感じ取る。

� 展開

ねらい：前半部・後半部（Ａ）で演奏されている楽器に親しみ、
曲想の変化を感じ取る。

主な学習内容：
○前時の学習をふり返る。
・前時に感じ取ったことをもとに、全曲を鑑賞する。
○楽器の音色や音の重なりを感じ取る。
・いろいろな楽器の音色を聴き分ける。
・第１主題を図形譜をもとに鑑賞する。

“宇宙の音楽”でない『木星』本来の魅力と教材性は◆◆――（23）42

１．題　材　　大好き！『木星』

２．題材について

高学年の児童はこれまでの学習経験から、いろいろな楽器による音の重なりやその響きを感じ
取ることができる。
本題材では、『木星』の鑑賞活動を通して旋律の反復や変化、いろいろな楽器による音の重な

りや豊かな響きを感じ取ることができるようにするとともに、楽曲にいっそう親しみをもつこと
ができるようにしたいと考える。

３．題材の目標

○オーケストラの楽器の音色や重なり合う響きの豊かさを味わう。
○旋律の反復や変化などに気づき、曲想の変化を感じ取る。

４．題材の評価規準

ア　『木星』の演奏に関心をもち、主体的に音楽を聴こうとしている。
イ　主な旋律の反復や変化、旋律の美しさなどを感じ取っている。
エ　オーケストラの楽器の音色や重なり合う響きの美しさを感じ取っている。

５．教材と教材選択の観点

教材名 ホルスト作曲　組曲《惑星》から『木星』
教材選択の観点
○楽器の響きや音の重なりに迫力があり、子どもの心をとらえて離さない。
○曲想の変化を感じ取りやすい楽曲構成であるため、高学年児童の鑑賞曲として適している
と考える。
○器楽合奏曲としても編曲されているので、表現活動との関連を図りやすい。
使用音源と選択の観点
①ジェイムズ・レヴァイン指揮　シカゴ交響楽団 （ＣＤ：POCG－1063）
金管楽器が豊かに響き、特に出だしの部分の迫力はたまらない。前半部・後半部（Ａ）と
中間部（Ｂ）の曲想の変化がはっきりとしているので、子どもたちが曲の構成を感じ取り
やすい。
②ユージン・オーマンディ指揮　フィラデルフィア管弦楽団 （ＬＤ：CDV－102）
オーケストラのダイナミックな演奏を味わうことができるとともに、いろいろな楽器の音
色や重なり合う響きを視覚的にも理解させやすい。

６．指導計画（２時間）

第１時（本時）
ねらい：中間部（Ｂ）の旋律に親しみ、楽曲全体を味わう。
主な学習内容：
○中間部（Ｂ）の旋律に親しむ。
・教師の範唱を聴いたり旋律を口ずさんだりする。
・オーケストラの演奏を聴いてそのよさを感じ取る。

43（22）――◆◆音楽鑑賞指導の研究と実践

小学校音楽科学習指導案（第６学年）

○学習内容　　　・学習活動 ・留意点　　　　☆評価

○『木星』の中間部（Ｂ）の旋律に親しむ。
・教師の範唱で中間部（Ｂ）の旋律を聴く。
・教師と一緒に口ずさむ。

○中間部（Ｂ）の鑑賞をする。
・オーケストラ演奏で中間部（Ｂ）の部分を
聴いて、感じたことを話し合う。

○楽曲全体の曲想を感じ取る。
・曲の構成を知り、全曲を通して聴く。
・感じたことを自由に発表する。

・中間部（Ｂ）の旋律を範唱する。
・フレーズごとに歌ったり、通して歌ったり
する。

・感想が出にくい時はもう一度聴くようにす
る。
・オーケストラの演奏に合わせて口ずさむよ
うにする。
☆中間部（Ｂ）の旋律やオーケストラの響き
を感じ取ることができる。

（ア・イ：発言、態度観察）

・Ａ－Ｂ－Ａの構成を色画用紙を使って提示
する。
・感じ取った様子について、再度聴き、音を
通して確かめるようにする。
☆曲想の変化や音の響き合う美しさを感じ取
ることができる。

（イ・エ：発言、態度観察）

授業を担当された飯田教諭



感動の舞台

夏ゼミ最終日の研究発表。最後の模擬授
業の活動で、バレエ《白鳥の湖》のクライ
マックスを視聴。
「王子が、間違えて黒鳥オディールに結
婚を申し込んでしまったことをオデットに
謝罪している。そこに悪魔が登場。悪魔と
王子の戦い。悪魔の力は強い。再び悪魔が
襲いかかろうとする。その時、王子の前に
オデットが手を広げて立ちふさがった（有
名な『情景』のテーマがここで長調にな
る）。すると、２人の愛の力で悪魔は倒れ
てしまう。２人は手を取り合う」。
この場面を視聴した後、生徒役の先生方
の発言は「ウルウルした。ああよかった」
「強い気持ちが悪魔にうち勝って、光り輝
いて…バレエで表わしてすごい」「最後、幸
せになれてよかった。言葉がなくてもひき
こまれた。音楽が語って踊りもあって…感
動！」。
研究発表後にも、他の班の先生から「感
動して涙が出そうになった」という声を聞
いた。実はわがＤ班のメンバーも、グルー
プ研究中に「涙が出そうになるね」という
会話を何度も交わしていた。今まで私が経
験した夏ゼミのグループ研究の教材で、こ
んなに多くの先生が「涙が出そうになるほ
ど感動した」と言った教材はなかった。

題材「舞台芸術の楽しみ」。３つの候補

曲から主教材を選ぶ

音楽を伴う舞台芸術には魅力的なものが
たくさんある。それらを扱った題材の指導
計画作成をＤグループの課題とした（別掲
の学習指導案の「題材設定の理由」を参
照）。

D班

市瀬　　啓
埼玉県久喜市立太東中学校教諭
小田切貴子
北九州市立枝光台中学校教諭
清田　和泉
群馬県高崎市立片岡中学校教諭
須藤由美子
山形市立高楯中学校教諭
土屋　智鶴
奈良県桜井市立桜井中学校教諭
助言者 長谷川 要子　大塚 弥生

セミナー本番の前に予め助言者の方で、
数多くの舞台芸術から、３種類３曲を候補
曲として選んでおいた。選択の観点は「デ
ィスク等のソフトが多く、映像資料もある
もの」「舞台芸術の特徴を感じ取りやすい
もの」「物語や音楽が生徒に分かりやすい
もの」などである。この３つの舞台芸術を
見比べ（それぞれ助言者が選んだ５つの場

音楽鑑賞指導の研究と実践

バレエの感動を舞台芸術入門のきっかけに

平成14年度音鑑「夏のセミナー」研究報告４（中学校編）
教材バレエ《白鳥の湖》

東京都港区立赤坂中学校教諭　大塚　弥生

《白鳥の湖》◆◆――（23）46



《白鳥の湖》◆◆――（25）44

せたい。
□授業の導入は知っている曲で、生徒の
気持ちをつかむ。
そして、最終的に以下の４つの場面を使
用することにした。この４つの場面は、す
べて「白鳥のテーマ」を含んでいて、この
テーマはその時の王子の置かれている状況
や心情に密接にかかわっている。このテー
マを含む４部分を使用して、王子の心の揺
れを追っていく学習活動にした。これらの
場面では、登場人物のマイムの表現や表情
と、音楽が密接に結びつき、それぞれの表
現の効果を高め合っている。

カットした場面について

第１時では、バレエ全体の雰囲気や要素
をとらえさせ、第２時でそれとかかわらせ
て他の舞台芸術も扱おうと、当初は考えて
いた。その考えでいくと、「杯の踊り」は、
バレエの雰囲気をとらえるためにぜひ入れ
たい場面（理由は上記の「教材性の洗い出
し＝『杯の踊り』参照）であった。黒鳥の
32回転を含む『黒鳥と王子のグラン・パ・
ド・ドゥ』も捨てがたい場面だった。
しかし、じっくり聴かせるために使用場
面を厳選していく必要に迫られてきた時、
心情面を追っていくねらいからは少し外れ
てしまうこれらの場面を、思いきってカッ
トすることにした。
場面の取捨選択は大変難しい。私たち

は、よいと感じる場面をあれもこれも生徒
に見せたくなりがちである。しかし今回も
そのまま入れていたら、「音楽を味わう」部
分が少なく「バレエを見た」という印象が
強く残る授業になるところであった。Ｄ班
の先生方の「カットする」という決断によ

って、最初に書いたような感動を与える授
業ができたのだと思う。助言者の私もこの
ことは、今回いちばんの勉強になった。
――Ｄ班の自慢のようになってしまった
が、授業の進め方については多くの課題が
残った。シミュレーションをするたびに、
発問や意見の整理の仕方、授業の流れな
ど、新たな問題や疑問がわき上がってくる
のだが、いくらやってもきりがなかった。
最後は時間切れという感じだったかもしれ
ない。結局みんなが寝た時は午前３時を過
ぎていた。

使用した演奏について

「フィナーレ」の部分を中心に、映像を
伴う盤を聴き比べた。８枚聴き比べた中
で、主に次のような相違が見受けられた。
「演出によって結末が異なる」「出てくる
場面の順序や使われている音楽が異なる場
合もある」「振り付けの相違や踊り手の印
象の違いがある」「アングルや映像の印象、
音の質などが異なる」。
使用することに決めたのは、助言者が提
案時に使用した盤と同じ、《ボリショイバ
レエ、全２幕》である。この盤は、音楽、
演出、映像が総合的によく、オデット、王
子、悪魔（今回は使わなかったが道化師役
も好評）など、踊り手の感情表現や技術も
際立っていた。

Ｄ班の先生方

この授業は、心情面にウエイトを置いて
いるため、意見の取り上げ方も難しく、授
業者は相当大変であることが予想された。
この授業を引き受けてくれたのが市瀬教諭。
何度もシミュレーションをくり返し本番に
臨んでいた。授業補佐で板書と部分的なま
とめをしてくれた小田切教諭は実はバレエ
通で、研究中は先生の知識に皆ずいぶん助
けられた。本番の機器操作と研究中の板書
は須藤教諭の担当。特に、板書のきれい
さ、見やすさが班員の中で評判だった。経
過報告の清田教諭。ずっとワープロを打ち
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�情景「王子とオデットが踊る場面」
①聴取→②視聴→③視聴

�花嫁選びの場面～情景「黒鳥の登場」
①場面の簡単な説明→②聴取→③視聴

�「黒鳥と王子のグラン・パ・ド・ドゥ後から」
①視聴→②これまでの部分の小まとめ

�王子の謝罪　　①視聴→②視聴後に
気づいたことや感想などを書かせる。

面を視聴）、その結果、バレエを主教材と
することに決定した。それまでに次のよう
な感想が出ていた。

□オペラ《カルメン》
音楽的な要素は豊かであるが、物語の
内容が中学生に適しているか、共感でき
るかが気になる。物語の内容にあまり深
入りせずに進めたらよいかもしれない。
子どもが出てくる場面は親しみやすい。
□バレエ《白鳥の湖》
音楽と踊りの関わりがおもしろい。有
名な部分があり、生徒の興味関心を引き
やすい教材かもしれない。バレエは今ま
で扱ってこなかった教材であるから、扱
ったら勉強になりそうという意見もあり。
□歌舞伎《勧進帳》
自分が見るのはよいのだが、多くの舞
台芸術の代表として扱うこと、短い時間
で扱うことを考えた場合、他の２つに比
べて難しい部分が多そう。

《白鳥の湖》のどこを使うか？　まずは、

教材性の洗い出しから

このような長い音楽作品の場合、使用部
分の選択は重要である。使用部分によって
授業の効果は大きく左右される。
さて、Ｄグループであるが、やっと「バ
レエ」に決定し、ホッとしたのもつかの間、
休む間もなく使用場面の選択に入る。約２
時間かけて全曲を視聴し、教材性を探り、
使用できそうな場面をピックアップしてい
く。題材の目標にある「演技や舞踊などと
音楽とのかかわり」「バレエの特徴」あた
りをキーワードに、教材性がありそうだと
して挙がったのは次の部分である。

情景（オーボエの有名な旋律の部分。同
じ音楽の『情景』は２つある） ＊王子の
もの悲しい表情とオーボエの音色が合って
いる。（音楽から受け取る感じと音楽の諸
要素、曲想の関係が密接。） ＊２つの『情
景』の王子の感情は違っているようだ。使
用するのはどちらがよいか考える必要があ

る。 ＊２つの『情景』の演奏が違ってい
る。演奏は後半の方が感情が入っている。
白鳥たちの群舞の部分 ＊集団の形式美
とバレエらしさを感じる。 ＊教科書の写
真と同じ場面の部分がある。
杯の踊り ＊群舞の構成美を感じる。踊
りの美しさが表面に出ている。 ＊音楽の
変化と踊りの変化が関連している（楽器が
少ない時はバレエの人数が減る。トゥッテ
ィの部分は人数も増えている）。 ＊城の中
の場面で、舞台装置や衣装・照明が華や
か。舞台美術にも着目させることができる。
音楽もとても華やか。
四羽の白鳥の踊り ＊音楽が独特の雰囲
気をもっている。とても有名である。
各国の踊り ＊特徴的なリズムが出てく
る。ストーリーには直接かかわらない。
黒鳥オディールの登場 ＊なにか惹きつ
けられるものがある場面。みんな見入って
しまった。 ＊「白鳥のテーマ」（注：『情
景』と呼ばれるオーボエの有名な主題の旋
律を指す）が雰囲気を違えて出てくる。
王子と黒鳥のグラン・パ・ド・ドゥ

＊有名な黒鳥オディールの32回転が出てく
る。
フィナーレ（ティンパニの音が鳴り、王
子が登場する場面～最後） ＊「白鳥のテ
ーマ」が長調に転調して出てくる。
その他：バレエ全体を通して変化して出
てくる「白鳥のテーマ」の重要性。

どの場面を使うかを決定（場面の取捨選

択の難しさ）

「この曲の鑑賞を通して何を身につけさ
せたいか」を話し合い、「音楽と舞踊がか
かわりあって、感情が表現されていること
に気づかせたい」ということになった。そ
れを踏まえて使用部分を絞ることにするが、
さらに細かい条件も加えた。
□バレエの美しさを感じ取らせつつも、
ストーリーを追えるようにしたい。

□バレエのいろいろな要素を含む場面に
する。その要素の一つとして群舞も見
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７．本時の展開（第１時）

�ねらい バレエの音楽と舞踊のかかわりを感じ取らせる。
�指導のながれ

①冒頭部分を聴く。

②「情景」全体を聴く。

③視聴する。

④もう一度視聴する。

○バレエの音楽《白鳥の湖》ということに気づかせる。
★興味をもって聴いている。 （Ａ：観察）
○聴取後、音から感じたことを発表させる。
★意欲をもって聴き、発表している。 （Ａ：観察）
★場面の雰囲気を感じ取っている。 （Ｂ：発表内容）
○視聴により気づいたことを発表させる。（バレエの要素面
の答えは板書にとどめ、ここでは深入りしない）
★意欲をもって視聴し、発表している。 （Ａ：観察）
★踊り手の感情表現に気づいている。 （Ｂ：発表内容）
○踊り手の表情や感情表現に注目しながら視聴させる。
★意欲をもって視聴している。 （Ａ：観察）

１．『情景』――王子とオデットが踊る場面

２．花嫁を選ぶ舞踏会の場面～「黒鳥の登場」
①場面の説明。
②聴く。

③視聴する。

④次の場面へつなげる言葉を
投げかける。

○あまり細かいことを教師が説明しすぎない。
○音楽の変化をとらえ、どんな場面かを想像させる。
★音楽の雰囲気が変わったことをとらえている。

（Ｂ：発表内容）
○場面をとらえさせる。「黒鳥と悪魔が出てきた。王子はだ
まされている」
★興味をもって視聴し、音楽の雰囲気が変わったこととス
トーリーの関係に気づいている。 （Ａ：観察）

○「この２人はどうなると思う？」と、投げかける。

３．「黒鳥と王子のグラン・パ・ド・ドゥのすぐ後の場面」
①視聴する。

②今までのながれをまとめる。

○音楽が変わる瞬間がある。「白鳥のテーマ」が激しい形に
なって出てくる。王子が悪魔だと気づく。
★音楽の変化によって場面が変化していることに気づいて
いる。（Ｂ：観察）

４．王子の謝罪
①視聴する。

②本時のまとめをする。

○物語の内容と音楽のかかわりに注目して視聴させる。
見終わった後に、気づいたことや感想などを書かせる。
★バレエ音楽のよさを味わい、音楽と舞踊の関わりを感じ
取っている。 （Ｄ：ワークシート）

○本時の学習内容を情意面についてまとめ、バレエの要素面
については次時に扱うことを予告する。

続けながら、話し合いに参加。みんなの何
倍も疲れたことと思うのだが、とてもわか
りやすい経過報告を作ってくれた。そして
班長の土野教諭。鑑賞の研究の経験が豊富
で、ポイント、ポイントに適切な意見を出
してくれる、とても頼もしい班長だった。
最後に助言者、長谷川教諭。今回はこの長
谷川・大塚の同級生コンビでＤ班を担当す
ることになったのだが、これは私にとって
とてもよい経験となった。私たちはだいた
い交代で音鑑の夏ゼミに参加していたので、
同じ回に出たのは初めてだった。しかも同
じ班で記録と助言を交代で行なったので、

自分とは異なった進め方を見ることができ
たのも、今回の収穫のひとつになった。（完）

１．題材　舞台芸術の楽しみ

２．題材設定の理由

音楽を伴った舞台芸術は、たくさんの種類がある。しかし、限られた授業時数の中では、そ
れほど多くを聴かせることはできない。そこで、１つの舞台芸術の鑑賞を通して、他の舞台芸
術にも通じるような楽しみ方に気づき、それによって他の種類の舞台芸術の理解や興味づけの
手がかりにしたいと考え、本題材を設定した。
３．題材の目標

・音楽を伴った舞台芸術の演技や舞踊などと、音楽とのかかわりに気づかせる。
・教材となっている舞台芸術の特徴をとらえ、すすんで鑑賞しようとする意欲を育てる。
４．評価の規準

Ａ　音楽への関心・意欲・態度
バレエ音楽に関心をもち、意欲的に学習活動に取り組んでいる。
Ｂ　音楽的な感受や表現の工夫
場面の違いによる音楽と気持ちの変化を感じ取っている。
Ｄ　鑑賞の能力
バレエ音楽が文学、演劇、舞踊、美術などとどのように結びついているかを聴き取っている。

５．教材と教材選択の観点

教材　バレエ《白鳥の湖》全２幕　チャイコフスキー作曲
演奏者　Ａ．ジュライティス指揮ボリショイ劇場管弦楽団、同バレエ団
（ＬＤ：KRLC1001/2、ＤＶＤ：PIBC‐1024）

６．指導計画

第１時（50分） バレエ《白鳥の湖》を通して音楽と演技や舞踊のかかわりを感じ取らせ
る。（本時）

第２時（50分） バレエの舞台芸術としての要素を知って、楽しませる。

中学校音楽科学習指導案（第３学年）

Ｄ班の先生方、ごくろうさまでした。


